
 

 

 

 

 

 

 Ｇ７広島サミットは本当に「成功」だったのか。

賛否に揺れたヒロシマは、あの熱狂をどう捉えた

か。被爆地としての視座を示す。被爆者や若者、

平和を願う市民31人の声を集約し、緊急出版！

しました。 サーロー節子さん（カナダ在住広島

被爆者）、川崎哲さん（核兵器廃絶国際キャンペ

ーン（ICAN）国際運営委員）も寄稿！ 

「破綻した核抑止論に私たちの未来を託せるの

か」。ともに学び、考えあいましょう！ 

■執筆者による発言・メッセージ 

■参加費・無料ですが… 

  （ぜひ、本をご購入ください） 

●小山美砂さん（ジャーナリスト）     空っぽだった「広島」 都合よく利用させないために 

●田中美穂さん（カクワカ広島）      『社会を変える言葉を持つ』 

●寺本 透さん（広島市小学校）      今って平和なん？ 子どもたちと考えたG7 

●山田寿美子さん（被爆者）         核兵器廃絶実現！となるまで生き続けてこそ 

●渡部朋子さん（ANT-Hiroshima）  G7広島サミットは終わらない 

■他の執筆者からのリレトーク 

■参加者からの意見・交流タイム 

■１１月末から開催される「核兵器禁止条約第２回締約国会議」への参加者から… 

 

 

主な執筆者の方から「サミットへの思い」「核兵器廃絶への

展望」等を語っていただきます 


